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論文内容要旨
 【目的】
 胎児の状態が悪化すると,心拍数図においてvariabilityの減少が起こることから,我々は心
 拍数変動に注目して新しい胎児心拍数変動のスペクトル解析システムを開発した。これを用いて,
 1)各妊娠週数における正常胎児の心拍数変動を解析,定量化する,そして,週数による変化が
 存在すれば,正常標準グラフを作成し,その意味を検討する,2)胎児心拍数変動と胎児の状態
 との関連性,特にhypoxemia,acidmiaとの関連について検討を加える。3)胎児状態の評価
 法としての有用性を明らかにする,以上を目的とした。
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 【方法】
 基準となる正常胎児について,以下に示す18～40歳までの単胎妊婦529例を対象とした。
 1)妊娠中毒症症状を示さない。2)合併症がない。3)切迫流早産症状がない。4)出生児に
 外表奇形や染色体異常を示唆する所見がない。5)推定体重,出生体重ともに仁志田らの成長曲
 線の一1.5SD～+1.5SDの範囲内にある。
 胎児の状態とパワースペクトル解析の結果との関連を検討するときに対象としたのは,様々な
 理由で胎児採血を施行し,臍帯静脈血液ガス所見が判明している妊娠20～38週の66例である。
 胎児心壁運動をトランスデューサにてとらえ,そのデータをA/D変換した後,拍動間隔を測
 定,時系列データとしてフロッピーディスクに記録し,胎児心拍のサンプリングデータとした。
 この時系列データをlmsecの精度で導出し,安定している連続した200beatsについて自己相関
 法によるパワースペクトル解析を行った。計算されたpowerspectraldensityのうち,LF成分
 を含む0.025～0.125cyde/beatsの範囲を10wfrequencyaエ℃a(LFarea)とし,その面積を求
 めた。
 胎児採血は,エコーガイド下に臍帯静脈より行った。採血直前に胎児心拍のサンプリングを行
 い,採血後はすぐに血液ガス分析を行った。当科における騰帯静脈のPO2,pHの回帰式より求
 めた平均値との差△PO2,△pHとしF-areaの値を比較した。
 評価方法としての有用性の指標に診断効率(aceuracy=sensitivity×specificity)を用いた。
…
}
 【結果】
 週数毎の平均値は17週:0.063(単位104(msec)2/(cycle/beats)),18週:0,172,!9週:
 0.255,20週:0.357,21週:0.357,21週:0.357,22週:0.330,23週:0.385,24週:0.450,
 一594一
 25週:0.455,26週:0.357,27週:0.686,28週:0.770,29週:0.830,30週:0.911,31週:
 LO64,32週:LO82,33週:1.030,34週:1.099,35週二1.196,36週:1、177,37週:1.438,
 38週:1.346,39週:1.423,40週:1.012,41週:1.124であった。LF-areaは妊娠週数が進む
 につれて増加し,40週以降では減少傾向を示した。回帰式は,3次曲線が最もよく相関し,26-
 31週でのしF-areaの増加が著明であった。
 週数毎の平均値との差△LF-areaを用い,△PO2,△pHと比較した結果では,正の相関(相
 関係数0.437,0.328)があった。IUGR(子宮内胎児発育遅延)例においては,相関係数0、650,
 0.618と高い相関を示した。診断効率が最も良かったのは,カットオフ値を一L25SDとしたとき,
 IUGR例において,△PO2が一20mmHgに対する診断効率で0.708だった。また,安全域とし
 て一〇.927SD,危険域として一L619SDを設定できた。
 【結論翼
 (1)妊娠期間中を通じて胎児心拍数変動をスペクトル解析することにより,LF-areaの標準グラ
 フを作成することができた。
 (2)LF-areaの妊娠週数毎の変化は,胎児の自律神経系の発達過程と一致していた。
 (3)LF-areaは臍帯静脈酸素分圧と相関しており,胎児の状態を表している可能性が示唆された。
 (4)特に慢性胎児仮死の状態において,胎児のwell-beingを評価する上で最も有効な方法であっ
 た。
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 審査結果の要旨
 現在の妊婦健診は,胎児をも系統的・包括的に診察する段階に入ったが,従来の胎児welユー
 beingの評価法では,まだ十分とはいえない状況である。本研究は,心拍数変動に注目した新し
 い胎児心拍数変動のスペクトル解析システムを用いて,各妊娠週数における正常胎児の心拍数変
 動を解析・定量化し,胎児の状態との関連性,特にhypoxemia,ac玉demiaとの関連について検
 討を加え,胎児we11-beingの評価法としての有用性を検討したものである。
 基準グラフ作製のために,母児ともに異常所見がない,単胎妊婦529例を対象とし,胎児の状
 態との関連を検討するために様々な理由で胎児採血を施行し,臍帯静脈血液ガス所見が判明して
 いる妊娠20～38週の66例を対象とした。
 〔方法〕胎児心壁運動をトランスデューサにてとらえ,そのデータをAID変換した後,拍動
 間隔を測定し時系列データとした。この時系列データのうち,安定している連続した200beats
 について自己相関法によるパワースペクトル解析を行った。そして,0.025～0.125cycle/beats
 の範囲を10wfrequencyarea(LF-area)とし,その面積を指標とした。評価方法としての有
 用性の指標には診断効率を用いた。
 〔結果〕週数毎の平均値は18週:0.172,20週:0.357,24週:0.450,28週:0.770,32週:
 1.082,36週:1.177,38週:1.346,40週:1.012,であった。LF-areaは妊娠週数が進むにつれ
 て増加し,40週以降では減少傾向を示した。回帰式は,3次曲線が最もよく相関し,26-
 31週でのしF-areaの増加が著明であった。
 LF-areaと,PO2およびpHとは正の相関(相関係数0.437,0.328)があり,IUGR(子宮内
 胎児発育遅延)では,相関係数0.650,0.618と高い相関を示した。カットオフ値を一L25SDと
 したとき,IUGR例において,△PO2が一20mmHg以下である診断効率は0.708と高率であっ
 た。
 〔結論〕妊娠期間中を通じて胎児心拍数変動をスペクトル解析することにより,LF-areaの標
 準グラフを作成することができ,その変化は,胎児の自律神経系の発達過程と一致していた。ま
 た,LF-areaは臍帯静脈酸素分圧と相関しており,胎児の状態を表している可能性が示唆され,
 特に慢性胎児仮死の状態において,胎児のwell-beingを評価する上で最も有効な方法であった。
 本研究は,胎児の心拍変動をスペクトル解析し,妊娠週数毎に定量化した初めてのデータであ
 り,さらにLF-areaの値と胎児の血液ガスを直接比較検討したもので,今後胎児well-beingの
 評価をする上で重要な意義をもつものであり,学位に十分値するものと考える。
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